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                                      ↑テント設営 

                                             ↓夕食・カレー 

 

                           

 

 

 

 

  

 
 
 

夏のキャンプ、舎営、 
野営も終わり今年度の 
ボーイスカウト活動も 
終わりに近ずいていま 
す。 

９月の入団上進式か 
ら始まり、スカウトの 
日、赤い羽根募金、油 
面住区まつり、クリス 
マス会、大みそか奉仕、 
寒念仏子供大会、We lover Meguro と 1 年間
団行事もたくさんありました。 皆さんは今
年 1年を振り返ってどんな事が先ず頭に浮か
びますか？ 

それは楽しかった事？それも辛かった
事？それとも辛かったけど最後は楽しかっ
た事？辛かったけど最後は楽しかった事！
って達成感があって記憶にのこりますね。 

それにその経験が自分自身への期待や信
頼感を生み、次のミッションを克服する燃料
になってくれるから、大変だった、達成出来
なった、挫折した、でも次は目標を達成する
ぞ！だっていいですよね！ 

先ずは Think first and then Action is 
mottor ですね！ 

 
失敗はしたくない、でも一番良くないのは

言っているだけで何もしないこと！ だ 
 
なのかもしれませんね！（まず考えて、次

にアクションがモットー）  

9 月 7 日（土）～8 日（日）に CS 隊クマスカウト 

が BS に上進する為のプログラムとして、「クマ 

一泊訓練」が行われました。 このプログラム 

は BS 隊のリーダーにより実施されます。 

今日の宿泊場所としてテントの準備設営後、 

ボーイ隊で必要なちかいとおきての勉強、国 

旗掲揚の練習、ボーイ隊方式の集合隊形など 

について、副長から教えてもらいました。また、基本的なロープワークなども

学びました。 

その後火をおこし、夕食準備、カレーをつくりました。とてもうまくできてま

した！ 

夕食後は暗号解読などの夜間プロ。その後夜話にてボーイ隊のことなど話を

して１日目は終了 

２日目は朝のお務め後朝食。そして徹営、閉会式でキャンプ終了しました。 

クマスカウトがボーイ隊が楽しいって思ってくれれば嬉しいですね。 

 

２０１３年度総決算としての、各隊キャンプ及び第１６回日本

ジャンボリーが終了しました。 

 若干のけがなどもあり、まったく無事に・・とはいきません

でしたが、大きな事故もなく終わることができました。 

 各隊とも次の年度へ始動開始です！！ 

 

 各隊夏行事と１６NJ の報告は次頁以降掲載しています。 

 

 

 

9 月 1 日(日)、祐天寺・祐遊広場に山手地区のビーバ

ーが集結し、「山手地区ビーバーラリー」が開催されまし

た。広い祐天寺の境内を使って、いろいろなポイントを作

り、グループごとにゲームを楽しみました。 

ぽいんとにいる魔王を倒して、アイテムカードを集めると

いうゲームです。ゴールではお昼の流しそうめん！アイ

テムカードを使って、薬味ななどをゲットしました 

地区のみんなと作った大きな輪は、感動的でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビーバー隊のサマースクールは 8 月 16 日(金)～18 日(日)の 2

泊 3 日、北軽井沢で行いました。今回の実施目標は、「さまざまな

体験の中、自分達で考え実行すること」です。 

●１日目 参加スカウト７名とリーダーは、祐天寺よりマイクロバス

で、北軽井沢に出発しました。途中、渋滞に巻き込まれながらも、元

気に到着しました。 

まずは、ビックビーバー中心に部屋割り、作業時のグループと就

寝時のグループをそれぞれ考え、上手に部屋割りをしていました。

それから開校式、遅めのお昼です。お昼の後は宿のまわりを散策、

部屋にかける標札も作りました。お風呂の後みんなで夕食のカレー

を作りました。とても美味しく出来上がりました。 

 

●２日目 起きたら朝礼、その後は朝の散歩です。元気なビーバー

達は散歩というよりランニングになりました。今日の朝ごはんは、サ

ンドウィッチです。今日のプログラムはミニハイキング。「自然遊園

森の体験」でアスレチック、ハンモック体験、自然探検ツアーと盛り

だくさん！お昼には五平餅作りの体験もしました。みんなが自然探

検ツアーにいっている間にリーダーズもハンモック体験で一休みで

きました。 

自然体験ツアーでは、案内の先生について森の中を散策、きのこを

見たり、いろいろな葉っぱの説明を受けてたのがよほど楽しかった

ようで、リーダーにいろいろ説明してくれました。 

宿に帰ってから水鉄砲大会、最終日の夕食はバーベキュー！！ 

そして夜は、手作りのライトを使ってキャンプファイヤー、花火を楽

しみました。 

●３日目 朝の散歩では、元気いっぱいのビーバー達はまた走りた

くなって急遽マラソン大会を行ってしました。そして朝ごはんは、ホ

ットドッグ。ホイルで包んで牛乳パックで焼きました。 

朝の散策は、とても気持ちよく、一面敷き詰められたコケの絨毯は

みごとでした。そこを流れる細い川は、とても冷たい水が流れ、ス

カウト達は、名残惜しく楽しんでいました。 

最後にお世話になった部屋の清掃、スカウト達で担当を考え、感謝

を込めてやらせていただきました。 

宿の方にご挨拶をして、東京に向かいました。 

ホームシックになるスカウトもなく、「楽しかった」と元気に終了しま

しまた。 

自然のなかで、いろいろ考え、体験できた２泊３日でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

目黒１団カブ隊探偵団は、１年間かけて探偵としての力を習

得し、怪人２９面相と戦うべく訓練してきました。 

ようやく我々はアジトと思われる場所を突き止め、群馬県片

品村へ現地に着てもまだまだと言うことで、知力・体力・運と総

合的に訓練を重ね怪人２９面相との戦いに備えました。 

武尊牧場では、リフトに乗って移動しましたが、なかなか出来

ない体験でもあったようで、楽しかったようです。 

いろいろ探索し情報を収集行ったところ、２９面相より挑戦状

が見つかり我々は戦いに備えました。そしてついに副長に変装

していた怪人２９面相を暴く事ができ、戦うことになりました。

苦戦しましたが見事倒すことができました。 

倒した日は祝宴、リーダーもデンリーダーもスカウトも全員で

喜び楽しい１日を過ごす事ができました。 

スカウト達は４泊５日の中で、チームワーク、苦手なものの克

服、同じミスを起こさない、何事にもチャレンジする気持ち、そ

して、いつも元気に活動する、体験して学ぶ事ができ日々成長

できました。 

東京に戻った時の顔を見ると一段成長できた様で、頼もしか

ったですし、沢山楽しかった思い出を残してあげられたと思い

ました。 

怪人 29 面相をたおしたぞ！ 
４組 シカ 内藤 孝太 

 
ぼくがしゃ営で１番うれしかったことは、大滝副長を怪人
29 面相から助けられたことです。 
怪人 29 面相がいつ出るかみんな不安で少しこわい気持
ちがあったけれど、まさか大滝副長になりすましていたと
は思っていませんでした。分かった時は、ビックリして信
じられなかったです。尾っぽとりでたたかってみんなとて
もがんばっていたけれど、すごく強くてむりかもしれない
とあきらめそうにもなったけれど、仲間と協力して何とか
倒せて本当によかったです。 
 ぼくは２日目の夜から合流したので、こごろうくんやみ
んなにいろいろ教えてもらいました。 
組のみんなとごはんを食べたり、おふろに入ったり、ねた
り、遊んだりしたことは、とてもいい経験に 
なりました。 
 花火やバーベキュー、水でっぽう遊びを楽しいことば
かりで、できたらしゃ営が始まる前の日にもどりたいで
す。 
 次は、クマスカウトになるので、今年よりもみんなのこ
とをまとめられるようになりたいです。 

怪人 29 面相をたおしたぞ！ 
２組 ウサギ 田中 洋充 

 
 ぼくは、8 月 15 日から 19 日までカブたいのしゃえい
に行きました。 
怪人２９面相を倒す目的をはたすために、くんれんや
ちょうさをしたりしました。ぼくの 2.3 組は、ちょうさや
暗号解読が早かったので、ほめられました。うれしかっ
たです。 
 ほたかスキーぼく場に行った日の夜、隊長が子供た
ちだけを集めました。そして、副長の中に、 
怪人 29 面相が変装した「にせ者」がいるんじゃない
か、と言いました。 
 次の日、副長たちが好きな食べ物の話をしていた
時のことです。大滝副長は、やきそばが好きなのに、
ゆで玉子が好きと言いました。それで、大滝副長がに
せ者だということがわかりました。 
 ぼくたちは、おっぽとりでたいけつしました。心にの
こったことは、たいけつ中におし合いながら頭突きをし
たことです。なぜ頭突きをしたかというと、よく石頭だ
ねぇと言われるので１回ためしてみたかったからです。
そしたら意外といたくありませんでした。でも怪人 29
面相はひめいをあげていました。さいしゅうてきには、
ぼくたちがかちました。みんなで協力すればかてるん
だというよろこびで、 
「よっしゃ！」とさけびました。たたかいでかったお祝い
のバーべＱと花火大会が楽しかったです。 
 このしゃえいでわかったことは、２つあります。１つ目
は、家族の大切さです。なぜなら家族といっしょにい
ないと、せいりせいとんができなかったり、さみしくなっ
たりするからです。 
 ２つ目は、仲間の大切さです。なぜなら、仲間と力
を合わせれば、なんでもできるからです。 
それに、みんながニコニコしていると、ぼくも元気をも
らえたからです。 
 来年は泣かないようにしたいです。それと、１人で
せいりせいとんができるようになりたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

今年度のボーイ隊の夏期野営は、「Make progress」というテーマのもと小淵沢の旧すみれ荘さんの敷地

をお借りして 8 月 13 日から 18 日までの 1 週間に渡ってキャンプを行いました。 

1 日目には設営を行い、2 日目は美化工作を行いました。3 日目は学年別訓練で信号塔や掲示板、ゲートを

作成しました。4 日目は小淵沢でのキャンプでは久しぶりとなる観音平へハイキングに出かけました。5 日目

はこの一年間の活動の総まとめとなる総合訓練と総合技能訓練を行ったのですが、ここで吉田副長がスズ

メバチに刺されるというアクシデントに逢いました。幸い応急処置のおかげですぐに治癒しましたが、キャン

プ全体を通してスズメバチをはじめとする虫に悩まされ続けました。6 日目にはワークショップでそば打ち体

験や釣り、牧場へいったりと普段東京ではあまり経験できないことを経験することができスカウト達にとって

はとても有意義な時間だったと思います。キャンプ全体を通して、昨年の夏キャンプと班編成をほとんど変

えずに臨んだのでスカウト達がどれだけ成長しているかを我々リーダーは注目しましたが、特に今の班長や

次長たち中 3 世代の成長には目を見張るものがありました。また、ジャンボリーに参加したスカウトもいる中、

疲れを見せることもなく一週間元気に過ごしている若さにはリーダー陣も脱帽でした。今年はけが人が少し

多かったのは気になりましたが大きな事故等はなく充実した１週間を過ごすことができたと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 16 回日本ジャンボリーへ参加するにあたり、まず「多くのス

カウトと友達になり自分の技術を試し、更に新しい技術を得て思い

出に残るキャンプにする」という目標をたてました。 

様々なプログラムを通じて他県・外国のスカウトと交流を深める

ことができ、中でもバングラディッシュのスカウトとは、交換会で

ヘッドライトを要求されましたがスーパーカブで頂いたもので絶

対に渡せず、代わりにワッペンで話をまとめました。 

ちなみに全て英語ですよ！又、小林隊長が作って下さった名刺の

おかげで、海外のスカウトとの交流を深めることもできました。 

閉会式では、わずか 8 日間の交流で仲良くなったスカウトとの別

れがとてもつらく、悲しくなりましたが、再会を誓って一緒に花火

を楽しみ良い思い出を作りました。世界の人との出会いと別れの体

験ができる所にもジャンボリーの良さがあると感じました。 

今後は２年後の世界ジャンボリーへの参加を目標にし、更に積極

的にスカウト活動を続けていきたいと思います。最後に、ビーバー

隊からこれまでお世話になったリーダーの方々本当に有難うござ

いました。                  BS/森かなえ 

私は、ジャンボリーやキャンポリーに参加

した事がなく、今回が始めての山手地区や、

その他の隊との交流でした。 

16NJ は普段の団のキャンプと違い、午前

中がフリータイムだったり、プログラムが終

わったらちょっとしたショーを観たりでき

ました。 

私達が過ごしたイーグルハブは、外国スカ

ウトがいなかったので、たくさんの交流は出

来ませんでしたが、外国スカウトだけでな

く、日本のスカウト達との交流、グッズ交換

などが出来て、とてもいい体験になりまし

た。 

山口は暑くて、熱中症になるスカウトが多

く、大変でしたが、東京 9 隊全員元気で帰っ

てこれて良かったです。 BS/吉田みのり 

1 団からは 8 名のスカウトが 
参加。 7 月 30 日、出発式の後 
新幹線で新山口へ。バスで山口を観光した後、会
場へ入りました。翌 31 日に開会式がありジャンボ
リーが始めりました。 
現地は非常に暑かったようです。モジュールアク
ティビティなどのプログラム、サブキャンプでの
生活、世界中から集まったスカウトたちとの出会
いと交流などジャンボリー生活を楽しみ、8 月 6
日にキャンプ撤営。 
8 月 7 日に閉会式があり、ジャンボリーは楽しい
思い出と共に終了しました。 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん   編集・作成：団委員会広報担当    No.630 （SINCE1959） 

                        日本ジャンボリーの閉会式において、当団 

                         ベンチャースカウトの森奈津貴さんが東京 

連盟の旗手を務めました！ 

                            ベンチャー隊 森奈津貴 

 

私は今回、参加スカウト最高学年として、第 16 回日本ジャンボリーに参加してきました。 

そこでめったに経験することのできない東京連盟の連盟旗の旗手として、閉会式に参加させていた

だきました。これは今回のジャンボリーに参加した世界 52 カ国、そして日本 47 都道府県それぞれの

国旗、連盟旗を持って舞台に上がるというものです。 

閉会式が行われる前の午前中には、暑い中音楽をかけ本番通りに１人１人が順番に舞台に上がり

リハーサルを行いました。そして本番、夜空の下で大きなスポットライトを浴びた舞台に上がるのは、

リハーサルの時とは別の場所へ来たかのようでとても緊張しました。始めに外国のスカウトが全て入

場してから日本のスカウトが入場します。北海道から順に呼ばれ東京は 15番目でしたが、他のスカウ

ト達が徐々に前からいなくなっていくと同時に私の緊張も高まり、手汗で連盟旗が落ちてしまわない

か心配なほどでした。 

いよいよ私の順番になり、舞台の上で「東京連盟」とアナウンスされ歓声が上がった時に舞台の上

から見た沢山のスカウト達であふれる会場の景色は今でも忘れられません。 

 こんなにも貴重な体験と連盟旗の旗手という大役を経験できたこと。そして、国や県の異なる多く

のスカウト達と触れ合うことが出来、いつも周りにいる仲間とはたわいもない話で盛り上がれたこと。

時には辛い時もありましたが、それらすべてが私にとって素晴らしい思い出になりました。 

私は今回でスカウトとしての参加は最後になってしまい残念ですが、これからは是非多くの人に、ジ

ャンボリーに参加しスカウト活動の楽しさや面白さを知ってもらえるように運営側でまたジャンボリー

に携われたら光栄です。 

最後になりましたが、これまで指導して下さった多くのリーダーの方々に御礼を申し上げます。 


